
(57)【要約】

【課題】　スコープ本体の先端側が一定の速度で腸内を

円滑に前進できると共に、腸内壁を過剰に圧迫するとい

ったことがないので被検者に不快感や不安感を与えない

し、検査者にも操作が楽であるし、高度の技量を必要と

しない操作性と安全性に優れた内視鏡スコープを提供す

る。

【解決手段】　基端に操作体２を設けたスコープ本体１

の先端側には、スコープ本体１を前進させるスコープ前

進機構３が設けてある。スコープ前進機構３は、前、後

側ストッパー４，５と、この間に磁性環体を列設して構

成され、操作体２から操作可能なステーター６と、ステ

ーター６の外周に摺動可能に嵌合したスライダー７と、

縮径作動体を有し、スライダー７の外周に設けられた係

止体８とから構成してある。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス コ ー プ 本 体 と 、 該 ス コ ー プ 本 体 の 基 端 に 設 け ら れ 、 撮 像 、 鉗 子 操 作 を 含 む 各 種 の 操 作
を 行 う た め の 操 作 体 と か ら な る 内 視 鏡 ス コ ー プ に お い て 、 前 記 ス コ ー プ 本 体 の 先 端 側 に は
、 前 記 操 作 体 か ら 制 御 す る こ と に よ り 所 定 の 速 度 で 該 ス コ ー プ 本 体 を 前 進 さ せ る ス コ ー プ
前 進 機 構 を 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 ス コ ー プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス コ ー プ 前 進 機 構 は 、 前 記 ス コ ー プ 本 体 の 外 周 に 設 け た 前 側 ス ト ッ パ ー と 、 該 前 側
ス ト ッ パ ー か ら 軸 方 向 に 離 間 し て ス コ ー プ 本 体 の 外 周 に 設 け た 後 側 ス ト ッ パ ー と 、 該 後 側
ス ト ッ パ ー 及 び 前 側 ス ト ッ パ ー 間 に 位 置 し て 前 記 ス コ ー プ 本 体 に 嵌 着 す る こ と に よ り 軸 方
向 に 列 設 し た 複 数 の 磁 性 環 体 か ら な り 、 隣 接 す る 磁 性 環 体 は 異 な る 極 性 と し 、 か つ 前 記 操
作 体 か ら の 制 御 に よ っ て 該 極 性 が 交 互 に 切 替 わ る ス テ ー タ ー と 、 軸 方 向 一 側 と 他 側 を 異 な
る 極 性 に 帯 磁 し た 環 状 磁 石 体 か ら な り 、 該 ス テ ー タ ー に 軸 方 向 に 変 位 可 能 に 嵌 合 さ れ た ス
ラ イ ダ ー と 、 該 ス ラ イ ダ ー の 外 周 に 拡 縮 径 可 能 に 設 け ら れ 、 拡 径 時 に は 外 周 縁 が 腸 内 壁 に
当 接 す る 傘 状 の 係 止 体 と 、 前 進 さ せ る た め に 該 係 止 体 を 縮 径 さ せ る 係 止 体 縮 径 手 段 と か ら
構 成 し て あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 ス コ ー プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 係 止 体 縮 径 手 段 は 、 前 記 後 側 ス ト ッ パ ー に 設 け た 固 定 磁 石 と 、 前 記 係 止 体 に 設 け ら
れ 、 該 固 定 磁 石 に 磁 着 す る 可 動 磁 石 と か ら な る 磁 着 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記
載 の 内 視 鏡 ス コ ー プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 係 止 体 縮 径 手 段 は 、 前 記 係 止 体 に 設 け ら れ 、 前 記 後 側 ス ト ッ パ ー に 当 接 す る こ と に
よ り 該 係 止 体 を 縮 径 さ せ る 縮 径 作 動 体 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 ス コ ー プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 係 止 体 に は 、 前 記 前 側 ス ト ッ パ ー に 当 接 す る こ と に よ り 該 係 止 体 を 拡 径 さ せ る 係 止
体 拡 径 手 段 を 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 ス コ ー プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 小 腸 や 大 腸 等 に 挿 入 し て 腸 内 部 の 検 査 ・ 治 療 に 用 い る 内 視 鏡 ス コ ー プ に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 数 十 年 来 使 用 さ れ て い る 内 視 鏡 ス コ ー プ は 、 先 端 側 は 湾 曲 自 在 部 に 形 成 し 、 途 中 部 分 は
軟 性 部 に 形 成 し た ス コ ー プ 本 体 と 、 該 ス コ ー プ 本 体 の 基 端 に 設 け ら れ 、 湾 曲 自 在 部 の 屈 曲
機 能 、 送 気 ・ 送 水 機 能 、 鉗 子 口 等 を 有 す る 操 作 体 と か ら 構 成 し て あ る 。 そ し て 、 内 視 鏡 ス
コ ー プ は 、 検 査 者 が 被 検 者 の 肛 門 か ら 挿 入 し 、 モ ニ タ ー で 腸 内 を 見 な が ら 手 動 で 送 り 出 し
て 前 進 さ せ 、 引 き 出 し て 後 退 さ せ て 先 端 側 を 検 査 部 位 に 位 置 さ せ る こ と に よ り 検 査 ・ 治 療
を 行 う も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ２ ９ ９ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 し た 従 来 の 内 視 鏡 ス コ ー プ は 、 小 腸 や 大 腸 の 腸 内 壁 の 屈 曲 状 況 に 応 じ て 検 査 者 が 操
作 体 を 操 作 す る こ と に よ り 、 先 端 側 の 湾 曲 自 在 部 を 屈 曲 さ せ 、 ス コ ー プ 本 体 を 押 し 出 し た
り 、 引 き 出 し た り し て 進 退 、 後 退 さ せ る も の で あ る 。 こ の た め 、 加 え る 力 の 加 減 に よ っ て
は 腸 内 壁 の 粘 膜 を 圧 迫 す る こ と も あ り 、 被 検 者 に 不 快 感 や 不 安 感 を 与 え る と い う 問 題 が あ
る し 、 力 が 強 す ぎ て 粘 膜 を 傷 付 け て し ま う 事 態 に も な る 。 こ の た め 、 内 視 鏡 ス コ ー プ の 操
作 に は 相 応 の ト レ ー ニ ン グ が 必 要 で あ る し 、 経 験 を 積 ん で も 常 に 高 い 技 量 が 求 め ら れ る と
い う 問 題 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 従 来 技 術 の 内 視 鏡 ス コ ー プ の 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 ス コ ー プ 本 体 の 先
端 側 が 一 定 の 速 度 で 腸 内 を 円 滑 に 前 進 で き る と 共 に 、 腸 内 壁 を 過 剰 に 圧 迫 す る こ と が な い
の で 被 検 者 に 不 快 感 や 不 安 感 を 与 え る こ と が な く 、 ま た 操 作 す る 検 査 者 も モ ニ タ ー を 見 な
が ら ス コ ー プ 本 体 を 送 り 出 し た り 、 引 き 出 す だ け で よ く 、 押 動 す る 力 は 不 要 で あ る か ら 操
作 が 楽 で あ る し 、 高 度 の 技 量 を 必 要 と し な い こ と か ら 安 全 性 、 操 作 性 に 優 れ た 内 視 鏡 ス コ
ー プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 構 成 し た 本 発 明 の 手 段 は 、 ス コ ー プ 本 体 と 、 該 ス コ ー プ
本 体 の 基 端 に 設 け ら れ 、 撮 像 、 鉗 子 操 作 を 含 む 各 種 の 操 作 を 行 う た め の 操 作 体 と か ら な る
内 視 鏡 ス コ ー プ に お い て 、 前 記 ス コ ー プ 本 体 の 先 端 側 に は 、 前 記 操 作 体 か ら 制 御 す る こ と
に よ り 、 所 定 の 速 度 で 該 ス コ ー プ 本 体 を 前 進 さ せ る ス コ ー プ 前 進 機 構 を 設 け た も の か ら な
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 ス コ ー プ 前 進 機 構 は 、 前 記 ス コ ー プ 本 体 の 外 周 に 設 け た 前 側 ス ト ッ パ ー と
、 該 前 側 ス ト ッ パ ー か ら 軸 方 向 に 離 間 し て 前 記 ス コ ー プ 本 体 の 外 周 に 設 け た 後 側 ス ト ッ パ
ー と 、 該 後 側 ス ト ッ パ ー 及 び 前 側 ス ト ッ パ ー 間 に 位 置 し て 前 記 ス コ ー プ 本 体 に 嵌 着 す る こ
と に よ り 軸 方 向 に 列 設 し た 複 数 の 磁 性 環 体 か ら な り 、 隣 接 す る 磁 性 環 体 は 異 な る 極 性 と し
、 か つ 前 記 操 作 部 か ら の 制 御 に よ っ て 該 極 性 が 交 互 に 切 替 わ る よ う に な っ た ス テ ー タ ー と
、 軸 方 向 一 側 と 他 側 を 異 な る 磁 性 に 帯 磁 し た 環 状 磁 石 体 か ら な り 、 該 ス テ ー タ ー に 軸 方 向
に 摺 動 可 能 に 嵌 合 さ れ た ス ラ イ ダ ー と 、 該 ス ラ イ ダ ー の 外 周 に 拡 縮 径 可 能 に 設 け ら れ 、 外
周 縁 が 腸 内 壁 に 当 接 す る 傘 状 の 係 止 体 と 、 前 進 さ せ る た め に 該 係 止 体 を 縮 径 さ せ る 係 止 体
縮 径 手 段 と か ら 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 前 記 係 止 体 縮 径 手 段 は 、 前 記 後 側 ス ト ッ パ ー に 設 け た 固 定 磁 石 と 、 前 記 係 止 体
に 設 け ら れ 、 該 固 定 磁 石 に 磁 着 す る 可 動 磁 石 と か ら な る 磁 着 体 に 構 成 す る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 係 止 体 縮 径 手 段 は 、 前 記 係 止 体 に 設 け ら れ 、 前 記 後 側 ス ト ッ パ ー に 当 接 す る
こ と に よ り 該 係 止 体 を 縮 径 さ せ る 作 動 体 で 構 成 す る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 前 記 係 止 体 に は 、 前 記 前 側 ス ト ッ パ ー に 当 接 す る こ と に よ り 該 係 止 体 を 拡 径 さ せ
る 係 止 体 拡 径 手 段 を 設 け る と よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 以 上 詳 述 し た 如 く 構 成 し た か ら 、 下 記 の 諸 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） ス コ ー プ 本 体 の 先 端 側 に ス コ ー プ 前 進 機 構 を 設 け 、 検 査 者 が 押 動 す る こ と な く 手 元
操 作 に よ っ て ス コ ー プ 本 体 が 前 進 す る よ う に し た か ら 、 被 検 者 の 腸 内 壁 を 過 剰 に 圧 迫 し て
不 快 感 や 不 安 感 を 与 え る こ と や 、 傷 つ け る と い っ た 事 態 を 解 決 す る こ と が で き る 。
（ ２ ） 検 査 者 は モ ニ タ ー を 見 な が ら ス コ ー プ 本 体 の 先 端 側 の 位 置 に 注 意 し て ス コ ー プ 本 体
を 送 り 出 し た り 、 引 い た り す る だ け で よ い か ら 、 湾 曲 自 在 部 の 操 作 や 患 部 の 観 察 等 に よ り
多 く の 注 意 を 向 け る こ と が で き る た め 、 従 来 技 術 よ り 良 質 の 検 査 や 治 療 を 行 う こ と が で き
る 。
（ ３ ） 上 記 ２ と 同 じ 理 由 に よ り 、 従 来 技 術 と は 異 な っ て 高 度 の 技 量 を 具 え て い な く て も 安
全 な 検 査 や 治 療 を 行 う こ と が で き る 。
（ ４ ） 係 止 体 は 磁 力 に よ り 直 接 に 或 は 間 接 に 縮 径 さ せ 、 ま た 素 材 の 弾 性 で 拡 径 さ せ る 構 成
に し た か ら 、 機 構 が 簡 単 で あ る し 故 障 の 心 配 も な く 、 操 作 が 容 易 で あ る と 共 に 安 心 し て 使
用 す る こ と が で き る 。
（ ５ ） 係 止 体 に は 前 側 ス ト ッ パ ー に 当 接 す る こ と に よ り 作 動 す る 係 止 体 拡 径 手 段 を 設 け た
か ら 、 係 止 体 を 確 実 に 拡 径 さ せ る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-167542 A 2007.7.5



【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 き 詳 述 す る 。 図 １ 乃 至 図 ８ は 第 １ の 実 施 の 形 態 を
示 す 。 図 に お い て 、 １ は 内 視 鏡 ス コ ー プ を 構 成 す る ス コ ー プ 本 体 で 、 該 ス コ ー プ 本 体 １ は
軟 質 の ゴ ム 等 で 形 成 し た 中 空 管 か ら な り 、 Ｃ Ｃ Ｄ を 内 装 し 、 照 明 窓 等 を 有 す る 先 端 部 １ Ａ
に 続 い て 先 端 側 は 後 述 す る 操 作 体 ２ か ら の 操 作 に よ っ て 屈 曲 可 能 な 湾 曲 自 在 部 １ Ｂ に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ２ は 前 記 ス コ ー プ 本 体 １ の 基 端 １ Ｃ に 接 続 し た 操 作 体 で 、 該 操 作 体 ２ は ボ デ イ ２ Ａ に 湾
曲 自 在 部 １ Ａ を 屈 曲 さ せ る た め の 上 下 及 び 左 右 ア ン グ ル ノ ブ ２ Ｂ 、 ２ Ｃ 、 送 気 ・ 送 水 ボ タ
ン ２ Ｄ 、 吸 引 ボ タ ン ２ Ｅ 、 鉗 子 口 ２ Ｆ 等 を 設 け て 構 成 し て あ る 。 そ し て 、 ス コ ー プ 本 体 １
に は 、 操 作 体 ２ に 接 続 さ れ た 光 フ ァ イ バ 、 屈 曲 操 作 用 ワ イ ヤ 等 （ 但 し 、 図 示 せ ず 。 ） が 湾
曲 自 在 部 １ Ｂ を 介 し て 先 端 部 １ Ａ に か け て 挿 装 し て あ る 。 こ れ ら ス コ ー プ 本 体 １ 及 び 操 作
体 ２ の 基 本 的 構 成 は 公 知 の も の と 異 な る と こ ろ は な い か ら 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ３ は ス コ ー プ 本 体 １ の 先 端 側 に 設 け た ス コ ー プ 前 進 機 構 を 示 す 。 ４ は 該 ス コ ー プ 前 進 機
構 ３ を 構 成 し 、 湾 曲 自 在 部 １ Ｂ の 近 傍 に 位 置 し て ス コ ー プ 本 体 １ の 外 周 に 環 状 に 設 け た 合
成 樹 脂 製 の 前 側 ス ト ッ パ ー で 、 該 前 側 ス ト ッ パ ー ４ は 粘 膜 を 刺 激 し な い よ う に 外 面 を 凸 湾
曲 状 に 形 成 し て あ る 。 ５ は 前 側 ス ト ッ パ ー ４ か ら 軸 方 向 に 離 間 し て ス コ ー プ 本 体 １ の 外 周
に 設 け た 合 成 樹 脂 製 の 後 側 ス ト ッ パ ー で 、 該 後 側 ス ト ッ パ ー ５ は ス コ ー プ 本 体 １ に 挿 嵌 固
定 し た 環 状 基 部 ５ Ａ と 、 該 環 状 基 部 ５ Ａ か ら 後 方 に 向 け て 傘 状 に 広 が る 受 け 部 ５ Ｂ と か ら
構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ６ は 前 側 ス ト ッ パ ー ４ と 後 側 ス ト ッ パ ー ５ と の 間 で ス コ ー プ 本 体 １ の 外 周 に 設 け た ス テ
ー タ ー を 示 す 。 該 ス テ ー タ ー ６ は 環 状 の コ ア に コ イ ル を 巻 回 し た 複 数 の 磁 性 環 体 ６ Ａ 、 ６
Ｂ 、 ・ ・ ・ ６ Ｎ を 軸 方 向 に 列 設 し 、 外 面 を 薄 い 樹 脂 膜 か ら な る 保 護 膜 で 被 覆 し て 構 成 し て
あ り 、 隣 接 す る 各 磁 性 環 体 ６ Ａ 、 ６ Ｂ 、 ・ ・ ・ ６ Ｎ 同 士 は 陽 極 又 は 陰 極 の 異 な る 極 性 と し
、 か つ 操 作 体 ２ に 設 け た 前 進 操 作 ボ タ ン （ 但 し 、 図 示 せ ず 。 ） を 操 作 し て 電 流 の 向 き を 変
え る こ と に よ り 、 各 磁 性 環 体 ６ Ａ 、 ６ Ｂ 、 ・ ・ ・ ６ Ｎ の 極 性 は 交 互 に 切 替 わ る よ う に し て
あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ７ は 前 記 ス テ ー タ ー ６ の 外 周 に 軸 方 向 に 摺 動 可 能 に 嵌 合 し た ス ラ イ ダ ー を 示 す 。 該 ス ラ
イ ダ ー ７ は 磁 性 金 属 で 形 成 し た 円 筒 体 を 薄 い 樹 脂 膜 で 被 覆 し た も の か ら な り 、 軸 方 向 一 側
は 陽 極 に 、 他 側 は 陰 極 に 帯 磁 し て い る 。 そ し て 、 上 述 の 如 く 操 作 体 ２ を 操 作 し 、 ス テ ー タ
ー ６ に 給 電 す る 電 流 の 向 き を 変 え て 各 磁 性 環 体 ６ Ａ 、 ６ Ｂ 、 ・ ・ ・ ６ Ｎ の 極 性 を 交 互 に 切
り 替 え る こ と に よ り 、 ス ラ イ ダ ー ７ は 磁 気 の 磁 着 力 と 反 発 力 に よ っ て ス コ ー プ 本 体 １ に 対
し て 先 端 方 向 に 前 進 し 、 ま た ス ラ イ ダ ー ７ が 腸 内 で 停 止 状 態 に な る こ と に よ っ て ス コ ー プ
本 体 １ が 前 進 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 ８ は ス ラ イ ダ ー ７ の 外 周 に 設 け た 傘 状 の 係 止 体 を 示 す 。 該 係 止 体 ８ は 拡 径 時 に は
外 周 縁 ８ Ａ が 腸 内 壁 に 当 接 す る こ と に よ っ て ス ラ イ ダ ー ７ を 停 止 状 態 に 保 持 す る た め の も
の で 、 ス ラ イ ダ ー ７ が 一 定 の 位 置 に 留 ま る こ と に よ り ス テ ー タ ー ６ の 前 進 、 即 ち ス コ ー プ
本 体 １ の 前 進 を 可 能 に す る も の で あ る 。 そ こ で 、 係 止 体 ８ は 軟 質 合 成 樹 脂 材 で 成 形 す る こ
と に よ り 弾 性 復 帰 力 を 有 す る と 共 に 、 径 方 向 に 複 数 の 筋 ８ Ｂ 、 ８ Ｂ 、 ・ ・ ・ を 放 射 状 に 形
成 す る こ と に よ り 、 拡 縮 径 可 能 に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 ９ は 係 止 体 縮 径 手 段 と し て の 磁 着 体 を 示 し 、 該 磁 着 体 ９ は ス コ ー プ 本 体 １ の 前 進
動 作 の 中 で 係 止 体 ８ を 縮 径 さ せ る た め の も の で あ る 。 磁 着 体 ９ は 、 後 側 ス ト ッ パ ー ５ の 受
け 部 ５ Ｂ の 外 面 側 に 周 方 向 に 交 互 に 設 け た 陽 極 磁 石 １ ０ Ａ 及 び 陰 極 磁 石 １ ０ Ｂ か ら な る 固
定 磁 石 １ ０ と 、 係 止 体 ８ の 内 面 側 に 周 方 向 に 交 互 に 設 け た 陰 極 磁 石 １ １ Ａ 及 び 陽 極 磁 石 １
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１ Ｂ か ら な る 可 動 磁 石 １ １ と か ら 構 成 し て あ り 、 そ の 磁 力 は ス テ ー タ ー ６ と ス ラ イ ダ ー ７
の 間 に 働 く 磁 力 よ り 弱 く 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 の 形 態 は 上 述 の 構 成 か ら な る も の で 、 次 に そ の 作 動 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に お い
て 、 係 止 体 ８ は 前 側 ス ト ッ パ ー ４ 側 に 位 置 し て お り 、 拡 径 し て 外 周 縁 ８ Ａ は 腸 内 壁 に 当 接
し た 状 態 に あ る 。 こ の 状 態 で ス テ ー タ ー ６ を 構 成 す る 磁 性 環 体 ６ Ａ 、 ６ Ｂ 、 ・ ・ ６ Ｎ の 極
性 を 、 前 進 操 作 ボ タ ン を 操 作 し て 電 流 の 向 き を 順 次 変 え る こ と に よ り 変 え る と 、 腸 内 壁 に
よ っ て 停 止 状 態 に 保 持 さ れ て い る ス ラ イ ダ ー ７ と の 間 の 磁 力 の 吸 着 と 反 発 か ら 生 じ る 推 力
に よ り 、 ス テ ー タ ー ６ 即 ち ス コ ー プ 本 体 １ が 前 進 し 、 後 側 ス ト ッ パ ー ５ が 係 止 体 ８ に 当 接
す る こ と に よ り 、 ス コ ー プ 本 体 １ の 前 進 が 一 旦 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
後 側 ス ト ッ パ ー ５ に 係 止 体 ８ が 被 さ る よ う に 接 近 す る と 、 可 動 磁 石 １ １ が 固 定 磁 石 １ ０ の
磁 力 に 吸 引 さ れ る と い う 磁 着 体 ９ の 作 用 に よ り 係 止 体 ８ が 受 け 部 ５ Ｂ 側 に 磁 着 し 、 係 止 体
８ は 矢 示 イ 方 向 に 縮 径 し て （ 図 ８ 参 照 ） 腸 内 壁 か ら 離 間 し 、 ス ラ イ ダ ー ７ が 前 進 可 能 な 状
態 に な る 。 ス テ ー タ ー ６ と ス ラ イ ダ ー ７ と の 間 に は 磁 力 の 吸 着 力 と 反 発 力 が 作 用 し て い る
か ら 、 係 止 体 ８ が 開 放 さ れ た ス ラ イ ダ ー は 磁 力 に よ っ て 前 側 ス ト ッ パ ー ４ 方 向 に 摺 動 変 位
す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 係 止 体 ８ は 前 進 し な が ら 素 材 の 弾 性 復 元 力 に よ り 次 第 に 拡 径 し 、 前 側 ス ト ッ パ
ー ４ に 達 す る 頃 に は 腸 内 壁 に 係 合 す る 大 き さ に 復 原 す る (図 ２ 参 照 )。 こ の よ う に し て 、 ス
コ ー プ 本 体 １ と 係 止 体 ８ は 前 進 及 び 停 止 の 動 作 を 交 互 に 繰 り 返 す こ と に よ り 、 い わ ば 尺 取
虫 の よ う な 動 き で 所 望 の 位 置 ま で 前 進 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 、 ス コ ー プ 本 体 １ は 磁 力 に よ っ て 前 進 す る 構 成 し た か ら 、 構 成 が 簡 単 で 故 障 が
起 き な い し 、 操 作 も 容 易 で あ り 、 ま た 洗 浄 時 の 面 倒 も な い 。 し か も 、 ス ラ イ ダ ー ７ が 前 進
し て 係 止 体 ８ が 受 け 部 ５ Ｂ か ら 離 間 す る と 、 係 止 体 ８ は 素 材 の 弾 性 に よ り 自 動 的 に 復 元 し
て 拡 径 す る こ と か ら 、 複 雑 な 構 成 も 制 御 も 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 及 び 後 述 す る 他
の 実 施 の 形 態 に お い て 第 １ の 実 施 の 形 態 の 構 成 要 素 と 同 一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付
し て 援 用 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 図 に お い て 、 ２ １ は ス コ ー プ 前 進 機 構 を 示 す 。 ２ ２ は
該 ス コ ー プ 前 進 機 構 ２ １ を 構 成 し 、 前 側 ス ト ッ パ ー ４ か ら 離 間 し て ス コ ー プ 本 体 １ に 嵌 着
し た 後 側 ス ト ッ パ ー を 示 す 。 該 後 側 ス ト ッ パ ー ２ ２ は 前 面 が 当 て 面 ２ ２ Ａ １ に な っ た 環 状
基 部 ２ ２ Ａ と 、 該 環 状 基 部 ２ ２ Ａ か ら 後 方 に 向 け て 傘 状 に 広 が る 受 け 部 ２ ２ Ｂ と か ら な っ
て お り 、 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 一 体 に 成 形 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
２ ３ は ス テ ー タ ー ６ に 軸 方 向 に 摺 動 可 能 に 嵌 合 し た ス ラ イ ダ ー を 示 し 、 該 ス ラ イ ダ ー ２ ３
は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 磁 性 金 属 で 形 成 し た 円 筒 体 を 薄 い 樹 脂 膜 で 被 覆 し た も の か ら
な り 、 軸 方 向 一 側 は 陽 極 に 、 他 側 は 陰 極 に 帯 磁 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
２ ４ は 前 記 ス ラ イ ダ ー ２ ３ の 後 側 に 一 体 に 設 け た 合 成 樹 脂 製 の 係 止 体 を 示 す 。 該 係 止 体 ２
４ は ス テ ー タ ー ６ に 摺 動 可 能 に 嵌 合 し た 円 盤 状 の 基 部 ２ ４ Ａ と 、 該 基 部 ２ ４ Ａ の 外 周 に 設
け た 傘 状 の 係 止 部 ２ ４ Ｂ と 、 該 係 止 部 ２ ４ Ｂ に 径 方 向 に 放 射 状 に 形 成 し た 複 数 の 筋 ２ ４ Ｃ
、 ２ ４ Ｃ 、 ・ ・ ・ と か ら 形 成 す る こ と に よ り 、 軸 方 向 に 変 位 可 能 か つ 径 方 向 に 拡 縮 可 能 に
な っ て お り 、 拡 径 時 に は 外 周 縁 ２ ４ Ｄ が 腸 内 壁 に 当 接 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ２ ５ 、 ２ ５ 、 ・ ・ は 前 記 係 止 体 ２ ４ に 十 字 方 向 に 設 け た 縮 径 手 段 と し て の ４ 個 の 縮 径 作
動 体 を 示 す 。 該 各 縮 径 作 動 体 ２ ５ は 作 動 片 ２ ５ Ａ と 連 動 片 ２ ５ Ｂ を 硬 質 の 合 成 樹 脂 で 略 「
く 」 字 状 に 屈 曲 形 成 し た も の か ら な り 、 作 動 片 ２ ５ Ａ は 係 止 体 ２ ４ の 基 部 ２ ４ Ａ に 埋 設 し
、 連 動 片 ２ ５ Ｂ は 係 止 部 ２ ４ Ｂ に 埋 設 し た 状 態 で 後 方 に 伸 長 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ス コ ー プ 本 体 １ が 前 進 し て 係 止 体 ２ ４ が 後 側 ス ト ッ パ ー ２ ２ に
接 近 す る と 、 縮 径 作 動 体 ２ ５ の 作 動 片 ２ ５ Ａ が 後 側 ス ト ッ パ ー ２ ２ の 当 り 面 ２ ２ Ａ １ に 当
接 し て 前 方 に 押 さ れ る こ と に よ り 、 連 動 片 ２ ５ Ｂ が 下 向 き に 変 位 し 、 係 止 部 ２ ４ Ｂ が 矢 示
イ 方 向 に 変 位 し て 係 止 体 ２ ４ は 縮 径 す る 。 ま た 、 操 作 体 ２ を 操 作 し て ス テ ー タ ー ６ の 電 流
の 向 き を 変 え る こ と に よ り ス ラ イ ダ ー ２ ３ が 前 進 す る と 、 押 動 さ れ て い た 作 動 片 ２ ５ Ａ が
開 放 さ れ て 係 止 部 ２ ４ Ｂ は 素 材 の 弾 性 で 序 々 に 復 帰 す る こ と に よ り 係 止 体 ２ ４ は 拡 径 す る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 縮 径 作 動 体 ２ ５ は 係 止 体 ２ ４ に 埋 設 し た 状 態 で 設 け て
あ る か ら 、 腸 内 で の 安 全 性 が 得 ら れ る し 、 衛 生 の 面 で の 安 全 性 、 取 り 扱 い 性 に 優 れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 更 に 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ は 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 図 に お い て 、 ３ １ は ス コ ー プ 前 進
機 構 を 示 す 。 ３ ２ は 該 ス コ ー プ 前 進 機 構 ３ １ を 構 成 す る ス ラ イ ダ ー を 示 し 、 該 ス ラ イ ダ ー
３ ２ は 第 １ の 実 施 の 形 態 の ス ラ イ ダ ー ７ と 同 様 に 軸 方 向 一 側 が 陽 極 に 、 他 側 が 陰 極 に な っ
た 環 状 の 磁 石 体 か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
３ ３ は 該 ス ラ イ ダ ー ３ ２ の 前 方 に 固 着 し て 設 け た 係 止 体 を 示 し 、 該 係 止 体 ３ ３ は ス コ ー プ
本 体 １ に 摺 動 可 能 に 嵌 合 し た 合 成 樹 脂 材 か ら な る 環 状 基 部 ３ ３ Ａ と 、 該 環 状 基 部 ３ ３ Ａ の
外 縁 側 に 四 方 に 形 成 し た 開 口 ３ ３ Ｂ と 、 環 状 基 部 ３ ３ Ａ の 外 縁 側 か ら 後 方 に 向 け て 傘 状 に
拡 開 す る 係 止 部 ３ ３ Ｃ と 、 該 係 止 部 ３ ３ Ｃ に 放 射 状 に 形 成 し た 複 数 の 溝 ３ ３ Ｄ と か ら 構 成
し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ３ ４ 、 ３ ４ 、 ・ ・ は 前 記 係 止 体 ３ ３ に 前 側 か ら 見 て 十 字 方 向 に 設 け た 拡 径 手 段 と し て の
４ 個 の 拡 径 作 動 体 を 示 す 。 該 各 拡 径 作 動 体 ３ ４ は 作 動 片 ３ ４ Ａ と 連 動 片 ３ ４ Ｂ を 硬 質 の 合
成 樹 脂 で 略 「 く 」 字 状 に 屈 曲 成 形 し た も の か ら な り 、 作 動 片 ３ ４ Ａ は 開 口 ３ ３ Ｂ か ら 環 状
基 部 ３ ３ Ａ の 前 方 に 突 出 し 、 連 動 片 ３ ４ Ｂ は 係 止 部 ３ ３ Ｃ に 埋 設 し た 状 態 に な っ て い る 。
そ し て 、 作 動 片 ３ ４ Ａ は 軟 質 の 合 成 樹 脂 膜 ３ ５ に よ っ て 係 止 部 ３ ３ Ｃ と 一 体 に 被 覆 す る こ
と に よ り 、 器 具 の 汚 染 を 防 止 し 、 ま た 腸 壁 の 損 傷 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ス ラ イ ダ ー ３ ２ が 前 進 す る と 拡 径 作 動 体 ３ ４ の 作 動 片 ３ ４ Ａ が
前 側 ス ト ッ パ ー ４ に 当 接 し て 下 方 に 押 し 下 げ ら れ る 結 果 、 連 動 片 ３ ４ Ｂ が 径 方 向 外 側 に 上
り 、 係 止 体 ３ ３ が 矢 示 ロ 方 向 に 拡 径 し て 腸 内 壁 に 当 接 す る こ と に よ り ス ラ イ ダ ー ３ ２ は 停
止 状 態 に な る 。 こ れ に よ り 、 ス ラ イ ダ ー ３ ２ は 確 実 に 停 止 し て ス テ ー タ ー ６ と 共 に ス コ ー
プ 本 体 １ が 磁 力 に よ り 前 進 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 か く し て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 係 止 体 ３ ３ は 合 成 樹 脂 材 の 弾 性 に よ り 拡 径 さ せ る の
で は な く 、 前 側 ス ト ッ パ ー ４ に 当 接 す る 拡 径 作 動 体 ３ ４ の 動 き に よ り 拡 径 す る よ う に し た
か ら 、 係 止 体 ３ ３ を 確 実 に 拡 径 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ 乃 至 図 ８ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ は 内 視 鏡 ス コ ー プ の 外 観
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 ス コ ー プ の 先 端 側 の 構 成 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ス コ ー プ 本 体 が 前 進 す る 状 態 を 示 す 内 視 鏡 ス コ ー プ の 先 端 側 の 部 分 外 観 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 ス コ ー プ 前 進 機 構 を 示 す 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ 中 の Ｖ － Ｖ 矢 示 方 向 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ 中 の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 矢 示 方 向 拡 大 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 図 ４ 中 の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 矢 示 方 向 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 係 止 体 が 縮 径 し た 状 態 を 示 す 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 ９ は ス コ ー プ 前 進 機 構 を 示 す 拡 大
縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 係 止 体 が 縮 径 し た 状 態 を 示 す 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ 乃 至 図 １ ３ は 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 図 １ １ は ス コ ー プ 前 進 機 構 を 示
す 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ 中 の Ｘ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ Ｉ 矢 示 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 係 止 体 が 拡 径 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ 　 　 　 　 　 ス コ ー プ 本 体
１ Ｂ 　 　 　 　 湾 曲 自 在 部
１ Ｃ 　 　 　 　 基 端
２ 　 　 　 　 　 操 作 体
３ 、 ２ １ 、 ３ １ 　 　 ス コ ー プ 前 進 機 構
４ 　 　 　 　 　 前 側 ス ト ッ パ ー
５ 、 ２ ２ 　 　 後 側 ス ト ッ パ ー
６ 　 　 　 　 　 ス テ ー タ ー
６ Ａ 、 ６ Ｎ 　 磁 性 環 体
７ 、 ２ ３ 、 ３ ２ 　 　 ス ラ イ ダ ー
７ Ａ 　 　 　 　 陽 極
７ Ｂ 　 　 　 　 陰 極
８ 、 ２ ４ 、 ３ ３ 　 　 係 止 体
８ Ａ 　 　 　 　 外 周 縁
９ 　 　 　 　 　 磁 着 体
１ ０ 　 　 　 　 固 定 磁 石
１ １ 　 　 　 　 可 動 磁 石
２ ５ 　 　 　 　 縮 径 作 動 体
３ ４ 　 　 　 　 拡 径 作 動 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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